
山梨の測る力：150年の信頼

が紡ぐ暮らしと経済

2025年、メートル条約締結150周年という計量にとって重要な節目を迎えます。

このスライドでは。山梨県計量検定所の業務が県民の生活と経済にもたらす

重要な役割を紹介します。

普段は目に見えない計量の仕事が、私たちの暮らしをどのように支えているの

かをご覧ください。



目に見えない基盤

正確な計量器の供給

計量検定所は計量器の検定や検査を

通じて、正確な計量器が社会に行き

渡るよう努めています。

適正な計量器の使用確保

事業所等への立入検査を実施し、計

量器が適切に使用されているかを確

認しています。

計量思想の普及・啓発

県民の皆様に計量の意義や役割につ

いて理解を深めていただくための活

動を行っています。

計量検定所の活動は、計量法第1条に明記されている通り、経済の健全な発展、生活の安定、消費者利益の保護、そして文化の向上

に大きく貢献しています。



私たちの暮らしを支える計量

日常生活での影響

• スーパーでの食料品の正確な計量

• 薬局での薬の正確な調剤

• 病院や学校での体重測定の正確性

これらの身近な例は、計量検定所の業務が県民一人ひとりの生活に

密接に関わっていることを示しています。

計量の正確性は、数えきれないほどの日々のやり取りにおいて、

公平性、安全性、そして信頼を保証するものです。



経済活動の公平性を守る

タクシーメーターの装置検査

移動にかかる料金の公正さを確保しま

す

ガソリンスタンドの燃料油メ

ーター検査

適正な燃料価格の支払いを保証します

液化石油ガスメーターの検定

・検査

エネルギーコストの公平性を確保しま

す

これらの活動は、単なる技術的な要件を超え、社会における信頼の基盤を形成しています。計量検定所の専門家たちは、舞台裏で

地道かつ厳密な作業を行うことで、私たちの日々の暮らしを支えています。



環境を守る計量

計量検定所は環境保護にも重要な役割を果たしています。大気中や水、土

壌中の物質の濃度、特にダイオキシン類などの特定濃度の測定は、環境保

全と県民の健康に直結する重要な業務です。

このような環境計量は、山梨の豊かな自然と住民の生活の質を守る上で欠

かせません。正確な測定がなければ、環境政策の効果を評価することも、

健康リスクを適切に管理することもできないのです。



メートル条約締結150周年の意義

1701年

大宝律令によって日本で初めて計量制度が統一されました

2 1875年

メートル条約が17カ国間で調印され、国際的な計量制度の統

一が始まりました
32019年

130年ぶりにキログラムの定義が改定され、すべての単位が

人工物から解放されました
4 2025年

メートル条約締結150周年を迎え、計量の重要性を再認識す

る機会となります

日本のキログラム原器は、厳格な湿度管理と保管方法により、他国に比べて質量変化が極めて小さいことが知られています。

これは、計量の基準を厳密に守ることへの日本の揺るぎない姿勢を象徴しています。



計量検定所の舞台裏

計量検定所の検査員は、県内各地で様々な重要な検査を実施しています。

スーパーマーケットでの抜き打ち検査では、自身の校正済み分銅を使い、

店舗の計量器を綿密にチェックし、包装された商品の重量を確認します。

ガソリンスタンドでは、特殊な機器を使用して燃料ポンプのメーターの正

確性を検証します。これらの地道な作業が、私たちの日常生活における公

正な取引と消費者保護を支えているのです。



計量検定所の主要業務

業務/検査分野 具体的な事例 県民・経済への直接的な影響

特定計量器の検定・検査 はかり売り計量器の検定、薬局での薬の

調剤用計量器の検定

公正な取引の確保、消費者利益の保護、

医療の安全性確保

立入検査 -スーパー・小売店舗 食料品の重さ確認、風袋検査 消費者保護、不当表示の防止、公正な商

取引の維持

立入検査 -ガソリンスタンド 燃料油メーターの検査 公正な燃料価格の保証、経済的公平性の

確保

大気・水質等の濃度測定 ダイオキシン類濃度に係る事業、環境中

の物質濃度測定

環境保全、公衆衛生の確保、県民の健康

保護

これらの活動は、単なる技術的な要件を超え、社会における信頼の基盤を形成しています。

計量検定所の専門家たちは、舞台裏で地道かつ厳密な作業を行うことで、

私たちの日々の暮らしを支える無数のシステムが公正かつ正確に機能することを保証しています。



計量思想の普及・啓発

計量の広場

小瀬スポーツ公園などで開催され

る計量イベントでは、楽しみなが

ら計量の重要性を学ぶことができ

ます。計量ゲームを通じて、子ど

もから大人まで計量への理解を深

めています。

県立図書館×計量検定所
＝「はかる」展の開催

今年度は県立図書館とコラボし、

メートル原器や実際に使われてい

るメーター機器、更に「はかる」

にかかる図書の展示を通じて、

「はかる」ことの大切さを県民の

皆様にお伝えします。

これらの普及啓発活動は、計量が単なる技術ではなく、社会の信頼と未来

を築くための生きたシステムであることを伝えています。



信頼を紡ぐ計量の未来

経済の健全な発展

正確な計量は公正な取引を保証

し、経済活動の基盤となります

生活の安定

日常生活のあらゆる場面で、計

量の正確さが私たちの安心を支

えています

消費者利益の保護

適正な計量は消費者が正当な価値を得ることを保証します

計量は常に進化し続ける生きたシステムであり、信頼の上に築かれ、山梨

の豊かな未来に不可欠です。2025年のメートル条約締結150周年を機に、計

量の重要性を再認識し、その未来を共に考えていきましょう。


